
　　　平成29年度資金の保管状況及び運用実績について

　美濃加茂市では、安全かつ確実な方法で資金を効率的に管理し運用するため、平成25

年4月に制定した「美濃加茂市資金の管理及び運用に関する指針」（平成29年12月1日一

部改正）に基づき資金運用を図っています。また、資金の運用実績を毎年公表し、情報

公開に努めています。

　平成29年度における歳計現金等及び基金の運用実績は、次のとおりです。

１ 歳計現金と歳入歳出外現金

　歳計現金と歳入歳出外現金の毎月末の残高の状況は、表１のとおりです。この金額は、

毎月実施する例月現金出納検査において、監査委員に報告しています。

表１　歳計現金・歳入歳出外現金の毎月末残高

3,387,197,250 701,136,895

2,726,061,175 409,775,664

2,175,326,674 509,890,756

874,129,875 402,999,727

1,074,065,583 513,068,551

3,440,106,121

3,391,867,653

4,088,334,145

3,135,836,839

2,685,217,430

　　　　　区 分
 時 期

平成29年 4月末

歳　計　現　金
　　　　　　（円）

歳入歳出外現金
　　　　　　（円）

合　　　計
　　　　　　（円）

275,209,481 358,477,245 633,686,726

5月末

8月末

9月末

6月末

7月末

3,055,386,276 384,719,845

2,874,957,669 516,909,984

平成30年 1月末

10月末

11月末

1,151,603,209 218,256,141

1,117,235,713 450,025,511

1,277,129,602

1,587,134,134

2月末

3月末

12月末

65,677,583 472,662,889

1,519,869,307 422,106,451

1,369,859,350

1,567,261,224

538,340,472

1,941,975,758

【 地方自治法（抜粋）】
　(現金及び有価証券の保管)
第235条の4　普通地方公共団体の歳入歳出に属する現金(以下「歳計現金」という。)　は、
　政令の定めるところにより、最も確実かつ有利な方法によりこれを保管しなければならな
　い。
２　債権の担保として徴するもののほか、普通地方公共団体の所有に属しない現金又は有価
　証券は、法律又は政令の規定によるのでなければ、これを保管することができない。
３　法令又は契約に特別の定めがあるものを除くほか、普通地方公共団体が保管する前項の
　現金(以下「歳入歳出外現金」という。)には、利子を付さない。

【 地方自治法施行令（抜粋）】
　(歳計現金の保管)
第168条の6　会計管理者は、歳計現金を指定金融機関その他の確実な金融機関への預金その
　他の最も確実かつ有利な方法によつて保管しなければならない。
　(歳入歳出外現金及び保管有価証券)
第168条の7　会計管理者は、普通地方公共団体が債権者として債務者に属する権利を代位し
　て行うことにより受領すべき現金又は有価証券その他の現金又は有価証券で総務省令で定
　めるものを保管することができる。
２　会計管理者は、普通地方公共団体の長の通知がなければ、歳入歳出外現金又は普通地方
　公共団体が保管する有価証券で当該普通地方公共団体の所有に属しないものの出納をする
　ことができない。
３　前項に定めるもののほか、歳入歳出外現金の出納及び保管は、歳計現金の出納及び保管
　の例により、これを行なわなければならない。
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２ 運用基金

　定額の資金を運用するために設ける基金（運用基金※1）に属する現金の毎月末の残高

の状況は、表２のとおりです。この金額は、毎月実施する例月現金出納検査において、

監査委員に報告しています。

表２　運用基金の毎月末残高

本市は、歳計現金及び歳入歳出外現金並びに運用基金に属する現金を、一体的に保管

　しています。これらの資金の合計金額の毎月末の残高の状況は、表３のとおりです。

表３　歳計現金等と運用基金の合計額の毎月末残高

※1「運用基金」 条例の定めるところにより、特定の目的のために定額の資金を運用するため

に設ける基金のことです。市ではこのほかに、特定の目的のために積み立て

るための基金「積立基金」を設けています。

※2「歳計現金等」 市の一般会計及び特別会計に予算計上された歳入・歳出に属する現金で、日

々の支払いのために準備しているもの（「歳計現金」といいます。）と、市

の所有に属しない現金で、法令等に基づき一時的に預かる県民税や職員の源

泉所得税等の現金（「歳入歳出外現金」といいます。）のことです。

1,061,619,285

1,065,870,927

1,072,083,018

3,482,607

90,763 4,179,097

1,062,007 4,197,844

1,061,894 3,747,111

1,061,932 2,339,062

3,135,837

2,685,217

1,277,130

1,587,134

1,369,859

1,567,261

538,340

1,941,976 1,072,083

平成29年 4月末

　　　　　区 分
 時 期

運　用　基　金
　　　　　　（円）

88,252,158

5月末

6月末

90,914,225

90,739,021

9月末

10月末

7月末

8月末

90,763,164

1,062,006,565

1,061,893,702

1,061,932,440

11月末

12月末

1,062,169,751

1,061,685,471

歳 計 現 金 等※２

　　　　　（千円）

平成30年 1月末

2月末

合　　　　計
　　　　　（千円）

7月末

運　用　基　金
　　　　　（千円）

3月末

8月末

9月末

12月末

633,687

3,440,106

3,391,868

4,088,334

721,939

3,531,020

　　　　　区 分
 時 期

平成30年 1月末

2月末

2,431,544

2,628,880

1,604,211

88,252

90,914

90,739

1,062,170

1,061,685

1,061,619

1,065,871

6月末

10月末

平成29年 4月末

5月末

11月末 2,649,304

3,014,0593月末
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【コメント】

　歳計現金を会計ごとに管理すると、支払準備資金の不足が予測される場合に、一時借入や

基金からの繰替運用(※)を行う必要が生じます。しかし、歳計現金と歳入歳出外現金などを

一体的に運用することで、これらの事務を回避でき、事務の軽減という効果が生まれます。

　※繰替運用とは、歳計現金に不足が生じる場合に、基金に属する現金を歳計現金に繰り

　　替えて運用することです。

３ 歳計現金等と運用基金の運用実績

　本市は、常に収入及び支出予定額の把握に努め、その結果生まれる余裕資金を、安全

や流動性を確保しながら効率的に運用を行っています。具体的には、指定金融機関や収

納代理金融機関への定期預金で運用を行っています。歳計現金等及び運用基金の運用実

　績は、表４のとおりです。

表４　歳計現金等・運用基金の運用実績

※平均資金残高・・ 4月当初から翌年3月末までの1年間における1日あたりの資金残高

※運用利回り・・・ 年間利子額 ÷ 平均資金残高 × 100（％）

平成 28 年度 平成 29 年度

115

26

　　　　　年 度
 区 分

2,651,604

定期預金(千円)

普通預金(千円)

運用利回り(％) 0.078 0.032

1,849 827

242 16

年間利子額(千円) 2,091 843

平成 27 年度

3,155,033

141

0.004

平均資金残高(千円) 2,687,167

0.000
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平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

年度別預金利子収入額及び運用利回り

年間利子額 運用利回り

（千円） （％）
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４ 積立基金

　積立基金の毎月末の残高の状況は、表５のとおりです。この金額は、毎月実施する例

月現金出納検査において、監査委員に報告しています。

表５　積立基金の毎月末の残高

５ 積立基金の運用実績

　本市は、積立基金に属する現金を安全性と確実性を確保したうえで、基金の取崩しや

積立等を考慮しながら、定期預金及び債券（地方債等）により効率的な運用を行ってい

ます。

　平成29年3月末現在、8本の基金があり、一括運用を行っています。積立基金の運用実

績は、表６のとおりです。

積　立　基　金
　　　　　　（円）

平成30年

11月末

3月末

1月末

2月末

6,646,355,127

6,315,313,615

6,315,313,615

6,315,313,615

6,345,281,615

7月末

5月末

　　　　　区 分
 時 期

平成29年 4月末

6月末

9月末 6,345,281,615

6,345,281,615

6,345,281,615

8月末

12月末 6,345,281,615

【 地方自治法（抜粋）】
　(基金)
第241条　普通地方公共団体は、条例の定めるところにより、特定の目的のために財産を維
　持し、資金を積み立て、又は定額の資金を運用するための基金を設けることができる。
２　基金は、これを前項の条例で定める特定の目的に応じ、及び確実かつ効率的に運用しな
　ければならない。
（中略）
７　基金の管理については、基金に属する財産の種類に応じ、収入若しくは支出の手続、歳
　計現金の出納若しくは保管、公有財産若しくは物品の管理若しくは処分又は債権の管理の
　例による。

【 地方財政法（抜粋）】
　(地方公共団体における年度間の財源の調整)
第4条の3　（略）
２　前項の規定により積み立てた金額(以下「積立金」という。)から生ずる収入は、すべて
　積立金に繰り入れなければならない。
３　積立金は、銀行その他の金融機関への預金、国債証券、地方債証券、政府保証債券(その
　元本の償還及び利息の支払について政府が保証する債券をいう。)その他の証券の買入れ等
　の確実な方法によつて運用しなければならない。
　(財産の管理及び運用)
第8条　地方公共団体の財産は、常に良好の状態においてこれを管理し、その所有の目的に応
　じて最も効率的に、これを運用しなければならない。

10月末

6,345,281,615

6,345,281,615

6,376,371,421
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表６　積立基金の運用実績

％ ％ ％

％ ％ ％

％ ％ ％

※平均月末残高・・ 4月から翌年3月までの毎月末残高の合計額を12で除したもの

※運用利回り・・・ 年間利子額÷平均月末残高×100（％）

　　　　　年 度
 区 分

4,060,725 1,383,153 5,443,878

年間利子額(千円) 7,556 8,981 16,537

　　　　　年 度
 区 分

平成　28　年度

定　期　預　金 債　　　　券 合　　　　計

構 成 比 58.7 41.3 100.0

平均月末残高(千円) 3,550,115 2,499,865 6,049,980

平均月末残高(千円)

1.525

平均月末残高(千円) 2,465,469 3,900,000 6,365,469

年間利子額(千円) 1,625 59,464 61,089

0.960

　　　　　年 度
 区 分

平成　29　年度

定　期　預　金 債　　　　券 合　　　　計

年間利子額(千円) 5,392 33,318

0.304

構 成 比 74.6 25.4 100.0

運用利回り(％) 0.186 0.649

平成　27年度

定　期　預　金 債　　　　券 合　　　　計

構 成 比 38.7 61.3 100.0

運用利回り(％) 0.066

38,710

運用利回り(％) 0.152 1.333 0.640
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平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

年度別基金利子収入額・運用利回り

年間利子額 運用利回り

（千円） （％）
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【コメント】

　本市は、平成18年3月から積立基金の管理運用を、それまでの個々の基金ごとの運用に代

えて一括運用（相互運用）をしています。

　それぞれの基金に属する現金を一つの運用資金として一括管理することで、次のような

メリットがあります。

① 基金ごとの管理事務が集約されることにより、事務の簡素化が図られる。

② 基金の一括運用により資金を集約することで、定期預金の金額をより大きくすることが

でき、より高い金利を期待できる。

③ 基金の一括運用により資金を集約することで、債券購入の原資を確保することができる。

④ 基金の一括運用により資金を集約することで、資金の運用先の選択肢が広がる。

６ 基金の保管状況

　運用基金に属する現金の平成29年度末現在高は約10億7,200万円となっており、前年比

で9億8,300万円ほど増額しています。運用基金に属する現金は、歳計現金等とあわせて普

通預金で保管し、当面取り崩す予定のない資金については、定期預金で運用しています。

（運用実績は、表４参照）

表７－１　運用基金の現金の年度末残高 （単位：円）　

　積立基金に属する現金の平成29年度末現在高は、約63億7,600万円となっており、前年

比で2億7,000万円ほど減額しています。積立基金に属する現金は、定期預金及び債券

（地方債等）による運用を行っています。（運用実績は、表６参照）

表７－２　積立基金の年度末残高 （単位：円）　

▲ 31,987,765

4,729,903

3,224,975

▲ 194,061,858

260,160

110,800

▲ 38,433,282

104,557,931

▲ 269,983,706

▲ 118,384,570

減 債 基 金 586,731,870 392,670,012

国 際 交 流 基 金 23,353,225 23,613,385

庁 舎 建 設 基 金 504,874,942 609,432,873

国保 財政調整基金 467,345,606 472,075,509

福 祉 基 金 318,651,212 321,876,187

合　　　計 6,646,355,127 6,376,371,421

ふ る さ と 水 基 金 10,947,811 11,058,611

介護給付費準備基金 334,253,014 295,819,732

ふ る さ と 納 税 基 金 123,037,365 4,652,795

983,134,119

288

0

基　　金　　名 平成29年3月末現在 平成30年3月末現在 比 較 増 減

財 政 調 整 基 金 4,277,160,082 4,245,172,317

ふ る さ と 文 庫 基 金 6,630,444 6,896,370

1,049,572,203

基　　金　　名 平成29年3月末現在 平成30年3月末現在

10,044,717 10,044,717

合　　　計 88,682,685

比 較 増 減

265,926

983,400,3331,072,083,018

高額療養費貸付基金 5,569,440 5,569,728

美 術 品 等 収 集 基 金

土 地 開 発 基 金 66,438,084
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